
 

結 果 の 概 要 

 

 

１  人口総数及び増減率 

平成 24 年１月１日現在における東京都の住民基本台帳による人口は 12,686,067 人で、前年

に比べ 39,322 人（0.31％）の増加となり、平成９年以降 16 年連続の人口増加となった。 

男女別にみると、男性 6,283,796 人、女性 6,402,271 人となり、前年に比べ男性は 13,966 人

（0.22％）、女性は 25,356 人（0.40％）増加した。性比（女性 100 人に対する男性の数）は 98.1 で

前年よりも 0.2 低下し、平成８年以来、男性が女性より少ない傾向が続いている。 
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地域別にみると、区部は 8,575,228 人で、前年に比べ 33,249 人（0.39％）増加し、市部は

4,024,146 人で、6,394 人（0.16％）増加したが、町村部は 86,693 人で 321 人（△0.37％）減少し

た。                         （表 1、表 2、図 1、統計表第 1 表、参考表第 3 表） 
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（単位：人、％）

人　口 増減数 増減率 人　口 増減数 増減率 人　口 増減数 増減率

平成14年 11,907,350 84,321 0.71 5,932,231 40,002 0.68 5,975,119 44,319 0.75 99.3

15 11,996,211 88,861 0.75 5,973,910 41,679 0.70 6,022,301 47,182 0.79 99.2

16 12,074,598 78,387 0.65 6,008,358 34,448 0.58 6,066,240 43,939 0.73 99.0

17 12,161,029 86,431 0.72 6,047,173 38,815 0.65 6,113,856 47,616 0.78 98.9

18 12,247,024 85,995 0.71 6,087,228 40,055 0.66 6,159,796 45,940 0.75 98.8

19 12,339,259 92,235 0.75 6,130,991 43,763 0.72 6,208,268 48,472 0.79 98.8

20 12,433,235 93,976 0.76 6,175,811 44,820 0.73 6,257,424 49,156 0.79 98.7

21 12,517,299 84,064 0.68 6,216,067 40,256 0.65 6,301,232 43,808 0.70 98.6

22 12,591,643 74,344 0.59 6,249,973 33,906 0.55 6,341,670 40,438 0.64 98.6

23 12,646,745 55,102 0.44 6,269,830 19,857 0.32 6,376,915 35,245 0.56 98.3

 24年 12,686,067 39,322 0.31 6,283,796 13,966 0.22 6,402,271 25,356 0.40 98.1

性比

注1）増減数 (人) ＝当該年の人口 ― 前年の人口

注2）増減率 (%) ＝（当該年の人口 ― 前年の人口）÷前年の人口×100

表1　人口及び男女別人口の推移（平成14～24年）　　各年1月1日現在

年　次
総　　　　　　数 男 女

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人、％）

人　口 増減数 増減率 人　口 増減数 増減率 人　口 増減数 増減率

平成14年 8,023,202 55,600 0.70 3,792,262 29,278 0.78 91,886 △ 557 △ 0.60

15 8,081,959 58,757 0.73 3,822,699 30,437 0.80 91,553 △ 333 △ 0.36

16 8,129,801 47,842 0.59 3,854,036 31,337 0.82 90,761 △ 792 △ 0.87

17 8,183,907 54,106 0.67 3,887,161 33,125 0.86 89,961 △ 800 △ 0.88

18 8,247,810 63,903 0.78 3,910,232 23,071 0.59 88,982 △ 979 △ 1.09

19 8,318,841 71,031 0.86 3,931,755 21,523 0.55 88,663 △ 319 △ 0.36

20 8,387,659 68,818 0.83 3,957,693 25,938 0.66 87,883 △ 780 △ 0.88

21 8,451,067 63,408 0.76 3,978,689 20,996 0.53 87,543 △ 340 △ 0.39

22 8,502,527 51,460 0.61 4,001,781 23,092 0.58 87,335 △ 208 △ 0.24

23 8,541,979 39,452 0.46 4,017,752 15,971 0.40 87,014 △ 321 △ 0.37

 24年 8,575,228 33,249 0.39 4,024,146 6,394 0.16 86,693 △ 321 △ 0.37

注1）増減数 (人) ＝当該年の人口 ― 前年の人口

注2）増減率 (%) ＝（当該年の人口 ― 前年の人口）÷前年の人口×100

表２　地域別人口の推移（平成14～24年）　　各年1月1日現在

年　次

区　　　　　　部 市　　　　　　部 町　　　村　　　部

 

２  平均年齢 

平成 24 年１月１日現在の東京都の人口の平均年齢は 44.12 歳と、前年に比べ 0.24 歳高くな

った。男女を比較すると、男性 42.77 歳、女性 45.45 歳と女性の方が 2.68 歳高くなっている。 

地域別にみると、町村部の 47.91 歳が最も高く、次いで区部 44.20 歳、市部 43.88 歳の順とな

っており、いずれの地域でも上昇している。 

また、20 年前の平成４年からの推移をみると、すべての地域で男女共に平均年齢が上昇して

おり、20 年間で男性は 5.97 歳、女性は 6.09 歳上昇した。 

さらに区市町村別にみると、檜原村の 57.32 歳が最も高く、次いで奥多摩町 56.68 歳、三宅村

53.90 歳の順となっている。一方、最も低いのは小笠原村の 39.43 歳で、次いで御蔵島村 39.64

歳、青ヶ島村 41.22 歳の順となっている。                          （表３、表４） 
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３ 　 地 域 、 男 女 別 平 均 年 齢 の 推 移 （ 平 成 4、 1 4、 1 9～ 2 4年 ）  各 年 1月 1日 現 在

平 成

4年
1 4年 1 9年 2 0年 2 1年 2 2年 2 3年 2 4年

総 　 数 3 8 . 0 8 4 1 . 6 9 4 2 . 9 7 4 3 . 1 9 4 3 . 4 2 4 3 . 6 5 4 3 . 8 8 4 4 . 1 2

区 　 部 3 8 . 7 5 4 2 . 1 7 4 3 . 2 5 4 3 . 4 3 4 3 . 6 1 4 3 . 8 1 4 4 . 0 0 4 4 . 2 0

市 　 部 3 6 . 5 1 4 0 . 6 1 4 2 . 3 0 4 2 . 6 1 4 2 . 9 3 4 3 . 2 4 4 3 . 5 4 4 3 . 8 8

町 村 部 3 9 . 4 0 4 4 . 2 2 4 6 . 4 5 4 6 . 8 8 4 7 . 1 7 4 7 . 4 4 4 7 . 6 8 4 7 . 9 1

   郡 部 3 8 . 2 1 4 2 . 9 9 4 5 . 2 9 4 5 . 7 5 4 6 . 1 0 4 6 . 3 9 4 6 . 7 1 4 7 . 0 2

   島 部 4 2 . 4 1 4 6 . 6 3 4 8 . 8 3 4 9 . 2 0 4 9 . 3 9 4 9 . 6 3 4 9 . 7 3 4 9 . 8 0

総 　 数 3 6 . 8 0 4 0 . 3 4 4 1 . 6 2 4 1 . 8 4 4 2 . 0 6 4 2 . 3 0 4 2 . 5 3 4 2 . 7 7

区 　 部 3 7 . 4 1 4 0 . 7 7 4 1 . 8 7 4 2 . 0 5 4 2 . 2 3 4 2 . 4 3 4 2 . 6 3 4 2 . 8 4

市 　 部 3 5 . 4 2 3 9 . 3 8 4 1 . 0 2 4 1 . 3 2 4 1 . 6 4 4 1 . 9 4 4 2 . 2 3 4 2 . 5 6

町 村 部 3 8 . 0 6 4 2 . 5 7 4 4 . 7 5 4 5 . 2 1 4 5 . 4 9 4 5 . 7 6 4 5 . 9 9 4 6 . 2 1

   郡 部 3 6 . 9 8 4 1 . 3 6 4 3 . 6 4 4 4 . 1 2 4 4 . 4 6 4 4 . 7 8 4 5 . 0 6 4 5 . 3 8

   島 部 4 0 . 8 1 4 4 . 9 5 4 7 . 0 2 4 7 . 4 3 4 7 . 6 2 4 7 . 7 8 4 7 . 9 2 4 7 . 9 3

総 　 数 3 9 . 3 6 4 3 . 0 2 4 4 . 3 1 4 4 . 5 2 4 4 . 7 5 4 4 . 9 8 4 5 . 2 1 4 5 . 4 5

区 　 部 4 0 . 0 9 4 3 . 5 3 4 4 . 6 1 4 4 . 7 8 4 4 . 9 6 4 5 . 1 5 4 5 . 3 4 4 5 . 5 4

市 　 部 3 7 . 6 5 4 1 . 8 6 4 3 . 5 7 4 3 . 8 9 4 4 . 2 2 4 4 . 5 3 4 4 . 8 4 4 5 . 1 8

町 村 部 4 0 . 7 7 4 5 . 9 0 4 8 . 1 8 4 8 . 5 9 4 8 . 8 8 4 9 . 1 6 4 9 . 4 2 4 9 . 6 5

   郡 部 3 9 . 4 6 4 4 . 6 7 4 6 . 9 6 4 7 . 4 1 4 7 . 7 6 4 8 . 0 3 4 8 . 3 9 4 8 . 6 8

   島 部 4 4 . 0 4 4 8 . 3 4 5 0 . 6 9 5 1 . 0 4 5 1 . 2 3 5 1 . 5 4 5 1 . 6 1 5 1 . 7 5

（ 単 位 ： 歳 ）

地 域 ・ 男 女

総

数

男

女
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４　区市町村別平均年齢及び年齢（３区分）別人口の構成比

0～14歳 15～64歳 65歳以上 0～14歳 15～64歳 65歳以上

総　    数  44.12  11.86  67.39  20.76
 区　    部  44.20  11.29  68.17  20.54

千 代 田 区  43.62  11.62  68.91  19.47 福 生 市  44.70  12.02  66.71  21.28
中 央 区  42.53  11.26  72.35  16.39 狛 江 市  44.87  11.32  66.26  22.41
港 区  43.21  11.53  70.80  17.67 東 大 和 市  44.15  14.01  63.65  22.34
新 宿 区  44.98  8.56  70.55  20.89 清 瀬 市  45.56  13.10  62.16  24.74
文 京 区  43.89  11.01  69.32  19.66 東 久 留 米 市  45.29  12.77  63.23  24.00

台 東 区  46.83  9.34  66.55  24.11 武 蔵 村 山 市  42.96  15.61  63.20  21.19
墨 田 区  45.23  10.75  67.17  22.08 多 摩 市  44.59  12.22  66.01  21.77
江 東 区  44.04  12.25  67.80  19.95 稲 城 市  41.51  15.76  66.93  17.31
品 川 区  44.29  10.56  69.43  20.01 羽 村 市  43.17  14.08  65.62  20.29
目 黒 区  43.86  10.25  70.51  19.24 あ き る 野 市  45.00  14.08  61.90  24.02

大 田 区  44.50  11.34  67.62  21.03 西 東 京 市  43.99  12.85  66.20  20.94
世 田 谷 区  43.37  11.43  69.83  18.74
渋 谷 区  44.24  9.06  71.99  18.95
中 野 区  44.57  8.58  71.03  20.40
杉 並 区  44.19  9.87  70.18  19.96   郡　          部  47.02  12.28  61.46  26.26

豊 島 区  44.87  8.75  70.52  20.73 瑞 穂 町  44.26  13.59  65.08  21.33
北 区  46.68  9.80  65.32  24.88 日 の 出 町  47.48  12.57  59.35  28.09
荒 川 区  45.31  11.50  65.72  22.78 檜 原 村  57.32  6.62  50.56  42.82
板 橋 区  44.48  11.25  67.59  21.16 奥 多 摩 町  56.68  6.64  51.84  41.52
練 馬 区  43.34  12.72  67.37  19.91

足 立 区  44.67  12.55  64.78  22.67
葛 飾 区  45.01  12.25  65.17  22.58   大 島 支 庁  50.19  11.86  56.89  31.25
江 戸 川 区  42.30  14.38  66.78  18.84 大 島 町  50.23  11.46  56.75  31.79

利 島 村  45.69  14.78  63.52  21.70
 市         部  43.88  13.06  65.86  21.07 新 島 村  52.10  11.19  54.33  34.49

神 津 島 村  47.87  14.15  60.34  25.51
八 王 子 市  43.89  13.00  65.66  21.33
立 川 市  43.69  12.82  66.35  20.83   三 宅 支 庁  52.45  8.64  57.33  34.03
武 蔵 野 市  44.24  10.90  68.67  20.43 三 宅 村  53.90  7.46  56.18  36.36
三 鷹 市  43.35  12.23  68.28  19.49 御 蔵 島 村  39.64  18.99  67.41  13.61
青 梅 市  45.11  12.86  64.63  22.51

府 中 市  42.48  13.94  67.24  18.82   八 丈 支 庁  51.31  11.63  56.00  32.37
昭 島 市  44.21  13.01  65.84  21.14 八 丈 町  51.53  11.47  55.70  32.83
調 布 市  43.11  12.66  67.94  19.40 青 ヶ 島 村  41.22  18.64  70.06  11.30
町 田 市  44.14  13.88  64.06  22.05
小 金 井 市  43.18  12.09  68.89  19.01   小笠原支庁  39.43  18.32  70.57  11.11

小 笠 原 村  39.43  18.32  70.57  11.11
小 平 市  43.55  13.23  66.03  20.74
日 野 市  43.82  13.32  65.05  21.63
東 村 山 市  44.61  13.17  64.22  22.62
国 分 寺 市  43.51  12.21  68.00  19.79
国 立 市  43.84  12.22  67.97  19.81  

注1)平均年齢の求め方は、各年齢の中央値（当年と翌年の中央値）ごとに人口を乗じた値を合計し、人口総数（年齢不詳を除く）で除す。
            平均年齢（歳） ＝∑（年齢×人口）÷人口総数＋0.5

注2）年齢（３区分）別人口の構成比(%)＝各年齢区分別人口÷人口総数（年齢不詳を除く）×100

 30.06  島           部  49.80  12.02  57.92

 27.48 町    村    部  47.91  12.20  60.32

平均

年齢

（歳）

年齢(3区分)別人口の構成比(%)

平成24年1月1日現在

地       域 地       域

平均

年齢

（歳）

年齢(3区分)別人口の構成比(%)
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3  年齢別人口 

（1）  年齢別人口構成 

平成 24 年１月１日現在の東京都の人口について年齢構造を視覚的に表す人口ピラミッドで

みると、第 1 次ベビーブーム世代の 62～64 歳と、第 2 次ベビーブーム世代の 37～40 歳を中

心とした二つの膨らみを持つ「ひょうたん型」に近い形となっている。 

20年前の平成４年と比べると、20代前半の人口は男女ともに大きく減少している。一方、第１

次ベビーブーム世代が高齢層に入るに伴い、60 歳以上の人口は大幅に増加している。 

                                             (図２－１、図２－２) 

(2)  ５歳階級別人口 

５歳階級別にみると、第２次ベビーブーム世代を含む35～39歳が1,119,483人で最も多く、

次いで 40～44 歳の 1,099,938 人、30～34 歳の 997,473 人の順となっている。     (表５) 

  ア  地域別構成 

５歳階級別人口の多い順にみると、区部は 35～39 歳の 784,728 人が最も多く、次いで

40～44 歳の 755,768 人、30～34 歳の 717,124 人の順となっている。 

市部は 40～44 歳の 338,397 人が最も多く、次いで 35～39 歳の 328,947 人、60～64 歳

の 299,623 人の順となっている。 

町村部は 60～64 歳の 8,409 人が最も多く、次いで 65～69 歳の 6,341 人、55～59 歳の

6,141 人の順となっている。                                       （表５、図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（単位：人、％）

総　数 区　部 市　部 町村部

総      数 12,686,067 8,575,228 4,024,146 86,693 100.00 100.00 100.00 100.00

   ０～ ４歳 516,181 343,274 169,671 3,236 4.07 4.00 4.22 3.73

  ５～  ９ 488,641 311,278 173,720 3,643 3.85 3.63 4.32 4.20

１０～１４ 499,358 313,500 182,164 3,694 3.94 3.66 4.53 4.26

１５～１９ 505,550 314,143 187,501 3,906 3.99 3.66 4.66 4.51

２０～２４ 668,482 438,415 226,524 3,543 5.27 5.11 5.63 4.09

２５～２９ 906,041 651,891 250,049 4,101 7.14 7.60 6.21 4.73

３０～３４ 997,473 717,124 275,577 4,772 7.86 8.36 6.85 5.50

３５～３９ 1,119,483 784,728 328,947 5,808 8.82 9.15 8.17 6.70

４０～４４ 1,099,938 755,768 338,397 5,773 8.67 8.81 8.41 6.66

４５～４９ 889,209 605,639 278,682 4,888 7.01 7.06 6.93 5.64

５０～５４ 739,576 499,383 235,240 4,953 5.83 5.82 5.85 5.71

５５～５９ 706,118 470,015 229,962 6,141 5.57 5.48 5.71 7.08

６０～６４ 916,690 608,658 299,623 8,409 7.23 7.10 7.45 9.70

６５～６９ 715,187 471,493 237,353 6,341 5.64 5.50 5.90 7.31

７０～７４ 657,547 434,230 217,896 5,421 5.18 5.06 5.41 6.25

７５～７９ 555,762 373,915 177,119 4,728 4.38 4.36 4.40 5.45

８０～８４ 374,689 254,274 116,917 3,498 2.95 2.97 2.91 4.03

８５～８９ 212,263 146,423 63,521 2,319 1.67 1.71 1.58 2.67

９０歳以上 117,877 81,077 35,281 1,519 0.93 0.95 0.88 1.75

年齢不詳者   2 -   2 - - - - - 

注） 構成比（％）＝各年齢別人口÷人口総数×100

表５　地域、年齢（５歳階級）別人口   平成24年1月1日現在

年   齢

（歳）

構　　　成　　　比

町村部市   部区   部総   数

 

 

 - 4 -



図２－１ 東京都の人口の年齢構造（平成 24 年） 
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図２－２ 東京都の人口の年齢構造（平成４年、24 年） 
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図３ 地域別、年齢（５歳階級）別人口（平成 24 年１月１日現在） 
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イ  性比 

５歳階級別人口の性比（女性 100 人に対する男性の数）をみると、45～49 歳が 109.2

で最も高く、次いで 30～34 歳の 107.0、50～54 歳の 106.9 の順となっている。また、高齢

になるに従い性比は低くなる傾向にあり、90 歳以上では 30.1 と女性が男性の 3.3 倍となっ

ている。 

また、20 年前の平成４年と比べると、20 代や 30 代の若い年齢階級の性比が高かったこ

とから、各年齢階級の加齢とともに性比もシフトしていることがわかる。        （表６） 

 

 
表６ 年齢（5 歳階級）別、男女別人口及び性比の推移（平成４、14、24 年） 各年１月１日現在 

 

 

 総 

 5～

 
10～

 20～

 30～

 35～

 45～

 
50～

 60～

 70～

 75～

 

 
注

総　数 男 女 総　数 男 女 総　数 男 女

数 11,683,316 5,865,617 5,817,699 11,907,350 5,932,231 5,975,119 12,686,067 6,283,796 6,402,271 100.8 99.3 98.1

0～4歳 502,326 257,650 244,676 485,484 249,270 236,214 516,181 264,848 251,333 105.3 105.5 105.4

9 546,903 279,702 267,201 469,600 240,251 229,349 488,641 250,365 238,276 104.7 104.8 105.1

14 607,497 310,906 296,591 472,764 241,683 231,081 499,358 255,896 243,462 104.8 104.6 105.1

15～19 849,126 436,679 412,447 567,469 290,367 277,102 505,550 258,149 247,401 105.9 104.8 104.3

24 1,204,241 646,079 558,162 869,772 453,831 415,941 668,482 339,891 328,591 115.8 109.1 103.4

25～29 996,380 541,284 455,096 1,101,505 575,674 525,831 906,041 467,448 438,593 118.9 109.5 106.6

34 811,409 433,410 377,999 1,094,445 574,121 520,324 997,473 515,627 481,846 114.7 110.3 107.0

39 772,947 406,118 366,829 881,509 466,430 415,079 1,119,483 574,927 544,556 110.7 112.4 105.6

40～44 1,030,676 530,043 500,633 738,689 385,268 353,421 1,099,938 567,749 532,189 105.9 109.0 106.7

49 845,194 421,150 424,044 726,439 373,369 353,070 889,209 464,068 425,141 99.3 105.7 109.2

54 824,105 403,243 420,862 980,889 499,050 481,839 739,576 382,092 357,484 95.8 103.6 106.9

55～59 764,778 372,956 391,822 790,104 390,644 399,460 706,118 360,502 345,616 95.2 97.8 104.3

64 609,295 288,081 321,214 749,346 360,012 389,334 916,690 459,086 457,604 89.7 92.5 100.3

65～69 465,706 206,261 259,445 674,694 317,019 357,675 715,187 341,060 374,127 79.5 88.6 91.2

74 332,756 134,211 198,545 516,497 229,838 286,659 657,547 299,615 357,932 67.6 80.2 83.7

79 255,550 103,833 151,717 366,700 148,391 218,309 555,762 240,479 315,283 68.4 68.0 76.3

80～84 164,141 61,143 102,998 226,130 78,343 147,787 374,689 145,294 229,395 59.4 53.0 63.3

85～89 72,613 24,881 47,732 130,023 41,759 88,264 212,263 69,394 142,869 52.1 47.3 48.6

90歳以上 27,646 7,973 19,673 65,281 16,907 48,374 117,877 27,305 90,572 40.5 35.0 30.1

）総数には年齢不詳者を含む。

　年　齢

  （歳）

平成4年 14年 24年

（単位：人）

性比（女＝100人）

平成

4年
14年 24年
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４  年齢（３区分）別人口 

  （1）  年齢（３区分）別人口の推移 

東京都の人口を年齢３区分別にみると、平成 24 年の年少人口（0～14 歳）は 1,504,180

人で、前年に比べ 2,649 人（0.18％）増加した。人口総数に占める割合は 11.86％で、前年

に比べ 0.01 ポイント低下した。また、10 年前の平成 14 年と比べて 0.13 ポイント低下した。 

生産年齢人口（15～64 歳）は 8,548,560 人で、前年に比べ 7,336 人（△0.09％）減少した。

人口総数に占める割合は 67.39％で、前年に比べ 0.26 ポイント低下した。また、10 年前の平

成 14 年と比べて４ポイント低下した。 

老年人口（65 歳以上）は 2,633,325 人で、前年に比べ 44,009 人（1.70％）増加した。人口

総数に占める割合は 20.76％で、調査開始以来過去最高を更新した。10 年前の平成 14 年

と比べ 4.14 ポイント上昇した。 
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図４　年齢（3区分）別構成比の推移
（平成4、9、14、19、24年）

老年人口（65歳以上）

生産年齢人口（15～64歳）

年少人口（0～１４歳）

 

老年人口のうち、70 歳以上の人口は 1,918,138 人で、前年に比べ 70,091 人（3.79％）増

加し、人口総数に占める割合は 15.12％となった。75 歳以上の人口は 1,260,591 人で、前

年に比べ 50,780 人（4.20％）増加し、人口総数に占める割合は 9.94％となった。さらに、80

歳以上の人口は 704,829 人で、前年に比べ 33,767 人（5.03％）増加し、人口に占める割合

は 5.56％となった。 

特に、80 歳以上の人口は、10 年前と比べて 1.7 倍に増加しており、他の年齢区分と比べ

顕著な増加となっている。               （表７－１、表７－２、参考表第７表、図４） 
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１　年齢（３区分）別人口の推移(平成14～24年）
(単位：人、％）

人  口 増減数 増減率 人  口 増減数 増減率 人  口 増減数 増減率

平成14年 1,427,848 619 0.04 8,500,167 9,166 0.11 1,979,325 74,536 3.91

15 1,432,509 4,661 0.33 8,507,104 6,937 0.08 2,056,589 77,264 3.90

16 1,435,292 2,783 0.19 8,523,570 16,466 0.19 2,115,728 59,139 2.88

17 1,445,820 10,528 0.73 8,539,039 15,469 0.18 2,176,162 60,434 2.86

18 1,451,916 6,096 0.42 8,545,819 6,780 0.08 2,249,279 73,117 3.36

19 1,461,387 9,471 0.65 8,545,560 △259 △ 0.00 2,332,305 83,026 3.69

20 1,471,628 10,241 0.70 8,551,505 5,945 0.07 2,410,095 77,790 3.34

21 1,482,232 10,604 0.72 8,544,292 △7,213 △ 0.08 2,490,769 80,674 3.35

22 1,489,947 7,715 0.52 8,543,980 △312 △ 0.00 2,557,714 66,945 2.69

23 1,501,531 11,584 0.78 8,555,896 11,916 0.14 2,589,316 31,602 1.24

24 1,504,180 2,649 0.18 8,548,560 △7,336 △ 0.09 2,633,325 44,009 1.70

人  口 増減数 増減率 人  口 増減数 増減率 人  口 増減数 増減率

平成14年 1,304,631 57,240 4.59 788,134 39,210 5.24 421,434 20,543 5.12

15 1,369,146 64,515 4.95 829,013 40,879 5.19 442,404 20,970 4.98

16 1,432,319 63,173 4.61 871,842 42,829 5.17 464,082 21,678 4.90

17 1,491,554 59,235 4.14 914,392 42,550 4.88 489,078 24,996 5.39

18 1,561,921 70,367 4.72 957,123 42,731 4.67 518,752 29,674 6.07

19 1,625,039 63,118 4.04 1,002,807 45,684 4.77 547,551 28,799 5.55

20 1,689,269 64,230 3.95 1,053,950 51,143 5.10 576,901 29,350 5.36

21 1,737,288 48,019 2.84 1,104,681 50,731 4.81 608,616 31,715 5.50

22 1,787,097 49,809 2.87 1,152,293 47,612 4.31 639,980 31,364 5.15

23 1,848,047 60,950 3.41 1,209,811 57,518 4.99 671,062 31,082 4.86

24 1,918,138 70,091 3.79 1,260,591 50,780 4.20 704,829 33,767 5.03

注1)増減数(人）＝当該年の区分別人口－前年の区分別人口

注2)増減率(％）＝（当該年の区分別人口－前年の区分別人口）÷前年の区分別人口×100

（再掲）老年人口のうち75歳以上

各年１月１日現在

年　次
老年人口（65歳以上）年少人口（0～14歳） 生産年齢人口（15～64歳）

年  次
(再掲）老年人口のうち70歳以上

（再掲）老年人口のうち80歳以

上

 

 表７－２　年齢（3区分）別人口及び構成比の推移（平成14～24年）  各年1月1日現在 （単位：人、％）

人  口 構成比 人  口 構成比 人  口 構成比 人  口 構成比 人   口 構成比

平成14年 1,427,848 11.99 8,500,167 71.39 1,979,325 16.62 1,304,631 10.96 7 ,434 3.54

15 1,432,509 11.94 8,507,104 70.91 2,056,589 17.14 1,369,146 11.41 8 ,404 3.69

16 1,435,292 11.89 8,523,570 70.59 2,115,728 17.52 1,432,319 11.86 8 ,082 3.84

17 1,445,820 11.89 8,539,039 70.22 2,176,162 17.89 1,491,554 12.27 914,392 7.52 489,078 4.02

18 1,451,916 11.86 8,545,819 69.78 2,249,279 18.37 1,561,921 12.75 957,123 7.82 518,752 4.24

19 1,461,387 11.84 8,545,560 69.26 2,332,305 18.90 1,625,039 13.17 1,002,807 8.13 547,551 4.44

20 1,471,628 11.84 8,551,505 68.78 2,410,095 19.38 1,689,269 13.59 1,053,950 8.48 576,901 4.64

21 1,482,232 11.84 8,544,292 68.26 2,490,769 19.90 1,737,288 13.88 1,104,681 8.83 608,616 4.86

22 1,489,947 11.83 8,543,980 67.85 2,557,714 20.31 1,787,097 14.19 1,152,293 9.15 639,980 5.08

23 1,501,531 11.87 8,555,896 67.65 2,589,316 20.47 1,848,047 14.61 1,209,811 9.57 671,062 5.31

  24年 1,504,180 11.86 8,548,560 67.39 2,633,325 20.76 1,918,138 15.12 1,260,591 9.94 704,829 5.56

注）構成比（％）＝各区分別人口÷人口総数×100

(再掲）老年人口の

うち80歳以上年　次

年少人口

（０～14歳） （15～64歳）
(再掲）老年人口のうち

70歳以上

(再掲）老年人口のう

ち75歳以上

生産年齢人口 老年人口

（65歳以上）

  口 構成比 人

88,134 6.62 421

29,013 6.91 442

71,842 7.22 464
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（2） 地域別比較 

平成 24 年１月 1 日現在の年齢（3 区分）別人口の構成比を地域別にみると、年少人口の

割合は、市部の 13.06％が最も高く、町村部は 12.20％、区部は 11.29％となっている。 

生産年齢人口の割合は、区部の 68.17％が最も高く、市部は 65.86％、町村部は 60.32％

となっている。 

老年人口の割合は、町村部の 27.48％が最も高く、市部は 21.07％、区部は 20.54％となっ

ている。町村部の中でも、特に島部の割合は 30.06％と高くなっている｡          （表８） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

　表８　地域別、年齢（３区分）別人口 平成24年1月1日現在 (単位：人、％）

人　　口 構成比 人　　口 構成比 人　　口 構成比 人　　口 構成比

総 　　    数 12,686,067 100.00 1,504,180 11.86 8,548,560 67.39 2,633,325 20.76

 　区　    部 8,575,228 100.00 968,052 11.29 5,845,764 68.17 1,761,412 20.54

   市      部 4,024,146 100.00 525,555 13.06 2,650,502 65.86 848,087 21.07

   町  村  部 86,693 100.00 10,573 12.20 52,294 60.32 23,826 27.48

      郡   部 58,805 100.00 7,221 12.28 36,142 61.46 15,442 26.26

      島   部 27,888 100.00 3,352 12.02 16,152 57.92 8,384 30.06

注）総数には年齢不詳者を含む。

地　　域
年 少 人 口
（0～14歳）

生産年齢人口
（15～64歳）

老 年 人 口
（65歳以上）

総　　　数

 

 

 

 

 

 

（3） 区市町村別比較 

平成24年１月１日現在の年齢（3区分）別人口の構成比を区市町村別にみると、年少人口の

割合は、御蔵島村の 18.99％が最も高く、東京都全体の 11.86％に比べ 7.13 ポイント高くなって

いる。次いで青ヶ島村の 18.64％、小笠原村の 18.32％となっている。最も低いのは檜原村の

6.62％で、次いで奥多摩町の 6.64％と三宅村の 7.46％となっている。 

生産年齢人口の割合は、中央区の 72.35％が最も高く、東京都全体の 67.39％に比べ 4.96

ポイント高くなっている。次いで渋谷区の 71.99％、中野区の 71.03％となっている。最も低いの

は檜原村の 50.56％で、次いで奥多摩町の 51.84％、新島村の 54．33％となっている。 

老年人口の割合は、檜原村の 42.82％が最も高く、東京都全体の 20.76％に比べ 22.06 ポイ

ントと２倍以上も高くなっている。次いで奥多摩町の 41.52％、三宅村の 36.36％となっている。

最も低いのは小笠原村の 11.11％で、次いで青ヶ島村の 11.30％、御蔵島村の 13.61％となっ

ている。                                               （ｐ３-表４） 
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（４） 全国との比較 

平成 24 年１月１日現在の東京都と、平成 23 年３月 31 日現在の全国の人口を比較してみると、

東京都は 12,686,067 人、全国は 126,230,625 人となっている。 

東京都の人口が全国に占める割合は 10.05 ％で、１割を占めている。 

年齢（３区分）別構成比をみると、東京都の年少人口は 11.86％で全国より 1.49 ポイント低く、

生産年齢人口は 67.39％で全国より 3.57 ポイント高く、老年人口は 20.76％で全国より 2.07 ポイ

ント低くなっている。                                            （表９） 

 
（単位：人、％）

人口 構成比 人口 構成比
総　数 12,686,067 100.00 126,230,625 100.00 10.05
　年少人口 1,504,180 11.86 16,857,525 13.35 8.92
　生産年齢人口 8,548,560 67.39 80,556,228 63.82 10.61
　老年人口 2,633,325 20.76 28,816,870 22.83 9.14

表９　年齢（３区分）別人口

全国に占める

東京都の割合

東京都 *1 全国 *2
区　分

 

 

 

 

*1:本調査（平成 24 年 1 月 1 日現在）。総数には年齢不詳を含む。

*2:総務省自治行政局「住民基本台帳人口要覧」（平成 23 年 3 月 31 日現在） 

 
全国人口の年齢別数値は国勢調査の結果数値（毎５年周期の 10 月 1 日）または各年 3 月 31 日の数値しか

公表されていないため、直近の数値として、総務省自治行政局「住民基本台帳人口要覧」（平成 23 年 3 月 31

日現在）の数値を使用した。総数には年齢不詳を含む。 

 

 

 

 

5  年齢構造指数 

平成 24 年１月１日現在の年少人口指数は 17.6 で、前年に比べ 0.1 ポイントの上昇となり、老

年人口指数は 30.8 で、前年に比べ 0.5 ポイント上昇した。年少人口指数と老年人口指数との差

は 13.2 ポイントと前年よりもさらに拡大している。 

従属人口指数は 48.4 で前年より 0.6 ポイント上昇した。生産年齢人口を働き手とみると、被扶

養層１人に対し働き手 2.1 人で支えていることになる。20 年前（平成４年）をみると、従属人口指

数は 34.2 で、被扶養層１人に対し働き手は 2.9 人となっており、この 20 年間で働き手が約３人か

ら約２人へ減少したことになる。 

また、老年化指数は 175.1 となり、20 年前の平成４年と比べ 2.2 倍も上昇し、さらに高齢化が

進展している。                        （表 10、図５-１、図５-２、参考表第７表） 

 

 

 

 

年齢構造指数 平成4 9 14 19 20 21 22 23 24年

年 少 人 口 指 数 19.0 17.2 16.8 17.1 17.2 17.3 17.4 17.5 17.6

老 年 人 口 指 数 15.1 18.9 23.3 27.3 28.2 29.2 29.9 30.3 30.8

従 属 人 口 指 数 34.2 36.2 40.1 44.4 45.4 46.5 47.4 47.8 48.4

老 年 化 指 数 79.6 109.8 138.6 159.6 163.8 168.0 171.7 172.4 175.1

表10　年齢構造指数の推移（平成4、9、14、19～24年）　各年1月1日現在

 
 

注）年齢構造指数とは、次の指数の総称である。（人口学用語） 

      年少人口指数＝年少人口÷生産年齢人口×100 

      老年人口指数＝老年人口÷生産年齢人口×100 

      従属人口指数＝（年少人口+老年人口）÷生産年齢人口×100 

     老 年 化 指 数＝老年人口÷年少人口×100 

     ※従属人口指数でいうところの働き手とは生産年齢人口のことをいい、被扶養層とは年少人口＋老年人口のことをいう。 

      被扶養層１人対する働き手の人数＝生産年齢人口÷（年少人口+老年人口）＝100÷従属人口指数 
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図５－１　年齢構造指数の推移（昭和32～平成24年）
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図５－２ 老年化指数の推移（昭和32～平成24年）
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６  世帯数 

平成 24 年 1 月 1 日現在における東京都の住民基本台帳による世帯総数は 6,368 ,485 世帯

で、前年に比べ 44,192 世帯 （0.70％） 増加した。調査開始（昭和 32 年）以来一貫して増加し

ている。一世帯当たり人員は 1.99 人で、調査開始以来減少を続けており、都全体では今回初め

て２人を下回り、過去最小を更新した。 

地域別にみると、区部は 4,487,407 世帯で前年より 33,027 世帯（0.74％）の増加、市部は

1,841,055 世帯で前年より 10,966 世帯（0.60％）の増加、町村部は 40,023 世帯で前年より 199

世帯（0.50％）の増加となっており、いずれの地域も世帯数が増加している。地域別の一世帯当

たりの人員は、区部が 1.91 人、市部が 2.19 人、町村部が 2.17 人となっている。 

さらに、区市町村別にみると、世田谷区が 437,214 世帯で最も多く、次いで、大田区が

348,245 世帯、練馬区が 335,465 世帯となっている。最も少ないのは青ヶ島村の 109 世帯で、次

いで、利島村の 174 世帯、御蔵島村も同じく 174 世帯となっている。 

区市町村別の一世帯当たりの人員は、あきる野市が 2.46 人で最も多く、次いで武蔵村山市

の 2.44 人、瑞穂町の 2.43 人となっている。最も少ないのは三宅村の 1.60 人で、次いで青ヶ島

村の 1.62 人、新宿区の 1.65 人となっている。  

 （表 11、表 12、統計表第 1 表、第 4 表、参考表第 8 表） 

 

 

 

 

 

 

 

 
   
 
 
 
 
 
 
 
 

（単位：世帯、％）

世 帯 数 増減数 増減率 世 帯 数 増減数 増減率 世 帯 数 増減数 増減率 世 帯 数 増減数 増減率

平成14年 5,585,847 96,208 1.75 3,927,099 67,567 1.75 1,620,901 28,291 1.78 37,847 350 0.93

15 5,679,978 94,131 1.69 3,993,731 66,632 1.70 1,648,139 27,238 1.68 38,108 261 0.69

16 5,760,580 80,602 1.42 4,047,216 53,485 1.34 1,675,128 26,989 1.64 38,236 128 0.34

17 5,842,829 82,249 1.43 4,103,468 56,252 1.39 1,701,054 25,926 1.55 38,307 71 0.19

18 5,932,890 90,061 1.54 4,169,614 66,146 1.61 1,724,741 23,687 1.39 38,535 228 0.60

19 6,029,100 96,210 1.62 4,242,089 72,475 1.74 1,748,077 23,336 1.35 38,934 399 1.04

20 6,125,824 96,724 1.60 4,313,651 71,562 1.69 1,773,075 24,998 1.43 39,098 164 0.42

21 6,210,852 85,028 1.39 4,376,801 63,150 1.46 1,794,653 21,578 1.22 39,398 300 0.77

22 6,275,360 64,508 1.04 4,420,728 43,927 1.00 1,814,982 20,329 1.13 39,650 252 0.64

23 6,324,293 48,933 0.78 4,454,380 33,652 0.76 1,830,089 15,107 0.83 39,824 174 0.44

 24年 6,368,485 44,192 0.70 4,487,407 33,027 0.74 1,841,055 10,966 0.60 40,023 199 0.50

町　　　村　　　部

表11　地域別世帯数の推移 （平成14～24年）  　各年1月1日現在

年　次
総　　　　　　数 区　　　　　　部 市　　　　　　部

注 1）増減数（世帯）＝当該年の世帯数－前年の世帯数 
注 2）増減率 (%) ＝（当該年の世帯数－前年の世帯数）÷前年の世帯数×100 

 

 

 
表12　地域

 

別一世帯当たり人員の推移（平成4、9、14、19～24年）各年1月1日現在 （単位:人）

地 　域 平成4 9 14 19 20 21 22 23 24年

総  数 2.36 2.25 2.13 2.05 2.03 2.02 2.01 2.00 1.99

区  部 2.27 2.15 2.04 1.96 1.94 1.93 1.92 1.92 1.91

市　部 2.59 2.46 2.34 2.25 2.23 2.22 2.20 2.20 2.19

町村部 2.83 2.62 2.43 2.28 2.25 2.22 2.20 2.18 2.17

注） 一世帯当たり人員＝人口総数÷世帯数×100
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